
令和５年度足立区地域包括ケアシステム推進会議 
第２回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

（生活支援体制整備事業 第一層協議体） 

 

日時：令和６年２月２６日（月） 

午後２時～ 

場所：エルソフィア第二学習室 

議長：吉清部会長 

 

会 議 次 第 

 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

 

３ 議題 

  （仮称）総合事業サービス検討会の発足について 

 

４ 報告 

（１）令和６年度スマホ教室実施方法の見直しについて 

（２）令和５年度「ぱく増し」事業の取組について 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 



※　敬称略、順不同

1 部会長 吉清　健太郎 ﾖｼｷﾖ ｹﾝﾀﾛｳ 足立区社会福祉協議会基幹地域包括支援センター
地域福祉部長補佐
（地域福祉課長事務取扱）

出

2 副会長 賀川　幸英 ｶｶﾞﾜ ﾕｷﾋﾃﾞ 足立区医師会 副会長 出

3 委員 廣島　高志 ﾋﾛｼﾏ ﾀｶｼ
足立区介護サービス事業者
連絡協議会

副会長（通所部会長） 出

4 委員 大竹　吉男 ｵｵﾀｹ　ﾖｼｵ 足立区ボランティア連合会 会長 出

5 委員 石引　力也 ｲｼﾋﾞｷ ﾘｷﾔ 足立区シルバー人材センター 理事 出

6 委員 中村　輝夫 ﾅｶﾑﾗ　ﾃﾙｵ 足立区友愛クラブ連合会 ねんりん編集委員長 欠

令和５年度　足立区地域包括ケアシステム推進会議

令和６年２月１日現在

番号 役職 氏　名 フリガナ 選出団体名 所属における役職 等 出欠

第２回介護予防・日常生活支援総合事業部会　出席名簿



令和５年度 第２回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

令和６年２月２６日 

件  名  （仮称）総合事業サービス検討会の発足について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

 

標記の件について、以下のとおり報告する。 

 

１ 国が示す総合事業サービスの概要 

全国一律の予防給付（要支援１・２を対象とする訪問介護・通所介

護）を市町村が取り組む地域支援事業に移行され、既存の事業者によ

るサービスに加え、ＮＰО、民間企業、住民ボランティア等による多

様なサービスの提供が可能となることを目的としている（平成２７年

度改正）。 

 

２ 足立区の現状 

（１）足立区では、平成２８年１０月から、専門の事業者が行う訪問

型・通所型のサービスＡ、また、配食などのその他の生活支援サー

ビスを実施している。 

（２）サービスが利用できる事業対象者は、要支援１・２の認定者、基

本チェックリストで生活機能の低下があると判定された方としてい

る。 

（３）平成３０年以降、介護認定者数及び受給者数は増加を続けてお

り、専門の事業者が行うサービスだけでは、提供が困難な状況が予

想される。 

  ※令和５年の要介護（要支援）認定者数は３７，６８７人、そのう

ち介護サービス受給者数は３０，９９６人。 

（４）足立区が未実施のサービスＢ・Ｃ・Ｄ（別紙）のほか、現行のサ

ービスＡの業務の簡素化、負担軽減が必要になる。 

 

３ スケジュール・期間等 

（１）第１回    令和６年３月 

（２）第２回以降  ２か月に１度を基本に、必要な場合は随時開催。 

 

４ 会議メンバー 

  介護サービス事業者連絡協議会 

  基幹包括支援センター 

  地域包括ケア推進課 

  介護保険課 

  ※協議を進める中で、シルバー人材センターや友愛クラブ連合会

等、関係団体の意見が必要な場合、出席を依頼していく。 

 

５ 今後の方針 

（１）会議の検討事項は、地域包括ケアシステム推進会議に、随時、報

告していく。 

（２）予算措置等が必要なサービスが想定されるため、令和７年度の実

施が実現可能なサービスから、順次検討し、実施していく。 

議題 



 

 

介護予防・日常生活支援総合事業の構成 

別紙 



令和５年度 第２回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

令和６年２月２６日 

件  名  令和６年度スマホ教室実施方法の見直しについて 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

標記の件について、以下のとおり報告する。 

 

１ 令和５年度新規事業の実施から見られた課題 

（１）Zoomでオンライン体操教室への参加者が少ない。 

（２）スマホ教室から Zoom体操教室へ効果的につなげられていない。 

 

令和５年度開始のスマホ関連事業実施状況（１２月末時点） 

事業名 
実施 

回数 
定員 

参加者合計 
講義内容 

男性 女性 

はじめてのスマホ 

教室（体験コース） 
１４回 

２０人／回 

（計２８０人） 

２０７人 YouTube の見方、

脳トレ等の体験

（１２０分） ５９人 １４８人 

はじめてのスマホ 

教室（基礎コース） 
２１回 

２０人／回 

（計４２０人） 

３１１人 
Wi-Fi 、 QR コ ー

ド、LINE、防災ア

プリ、A メール等 

（１２０分） 
８１人 ２３０人 

Zoomでオンライン 

体操教室事前説明会 
３５回 

２０人／回 

（計７００人） 

１８８人 
Zoom 接続方法・

体験（６０分） 
３６人 １５２人 

Zoomでオンライン 

体操教室 
２９回 

２０人／回 

（計５８０人） 

２１４人 
座位での足腰のスト

レッチ、体操 
４１人 １７３人 

※ 参加者数は延人数 

 

２ 部会委員意見 

（１）高齢者に長時間の教室は長くないか。 

（２）事前説明会で Zoomの体験もできるようにしてはどうか。 

（３）終了後に簡単な相談ができる時間は作れないか。 

（４）Zoomは覚えるのに時間がかかるのではないか。 

（５）固定開催ではなく、様々な日時で開催できないか。 

 

３ 部会委員意見への対応 

（１）休憩時間を設け、長時間でも負担なく参加できるようにする。 

（２）教室時間内に Zoomの体験ができる時間を設ける。 

（３）終了後に困りごとを相談できる時間を設ける。 

（４）テキストを自宅でも振り替えられる内容に修正する。 

（５）実施事業者が所有するスタジオ確保の都合上、次年度も固定曜日

にせざるを得ないが、引き続き検討していく。 

 

 

 

報告１ 

 



 

４ 令和６年度実施方法 

  令和５年度は別々に開催していたスマホ教室事業を、令和６年度か

ら一本化して実施していく。 

（１）実施概要 

  ア 日時 

水曜日 午後１時３０分から午後４時３０分まで 

    ※ 継続実施する「Zoom でオンライン体操教室」（毎週水曜日 

午後２時３０分から１５時まで）に体験参加する。 

  イ 場所 

地域学習センター、生涯学習センター 

  ウ 回数 

毎月５回（全５ブロックごとに各１回ずつ）開催 

 

５ 今後の方針 

（１）友愛クラブ連合会やシルバー人材センターに対して、周知だけで

なく参加者を募るため、関係各所に出向いて、参加を促していく。 

（２）ＩＣＴ機器を取り入れた介護予防事業のデジタル化を見据え、ス

マホを活用した介護予防事業の再構築を検討していく。 

Wi-Fi、QR ｺｰﾄﾞ 

Zoom操作等 

Zoomで 

ｵﾝﾗｲﾝ 

体操教室 

休憩 

オンラインアン

ケート入力、足

立区公式 LINE及

び Aメールの説

明 

グル―プにわか

れて、スマホに

関する困りごと

相談 

１時間 ３０分 １０分 １時間 ２０分 

 



第２回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

令和６年２月２６日 

件  名  令和５年度「ぱく増し」事業の取組について 

所 管 部 課  福祉部 高齢施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

 

令和５年度の「ぱく増し」事業の取り組み状況を報告する。 

 

１ 令和５年度の方針 

６５歳以上の区民に広く「ぱく増し」を周知し、令和５年度はま

ず多くの方々が「ぱく増し」のキャッチフレーズを『知る』ための

普及啓発事業に力を入れる。 

 

２ 前回の部会（７月）でのご意見等 

（１）「ぱく増し」キャンペーン商品 

２月「ぱく増し」月間キャンペーン「アンケートに答えてぱく増

し商品を当てよう！」の商品選出に関し、区内業者である島田屋製

菓のバウムクーヘンのご意見をいただいた。 

（２）普及啓発品 

前回の部会時は、普及啓発品を電子レンジで魚など焼くことが

できるフィルムを第一候補として検討していることを報告し賛同

いただいた。また、エコバック（透けているもの）も候補に出し

ていただいた。 

 

３ 前回の部会（７月）後の展開 

（１）「ぱく増し」キャンペーン商品 

島田屋製菓のバウムクーヘンを加え、計５品を設定。 

（２）普及啓発品 

電子レンジで魚など焼くことができるフィルムは、火災等の発

災があったという注意喚起があり、危険性を考え断念した。ま

た、エコバッグ（透けているもの）は金額面より断念した。 

単価、環境面、普及啓発力を考慮し「手ぬぐい」に至った。 

２月の月間に合わせ、地域包括支援センター（以下、ホウカ

ツ）にてアンケートに回答すると「ぱく増し手ぬぐい」がもらえ

るキャンペーン実施中。３月以降はホウカツの実態把握訪問時に

配付予定。 

 
 

報告２ 



応募期間は

 6年2月末
まで！

令
和

裏面に➡

ぱく増し
とは?

ぱく増し
とは?商品の発送のため、個人情報をお知らせください。

個人情報は当選者への発送以外には使用しません。
応募には、裏面のアンケートに答えていただく必要があります。【裏面へ】

（年齢　　）

１.  国産和牛すき焼き用（２～３人前）【冷凍】
２.  ホタテ１ｋｇ【冷凍】
３.  電子レンジクッキング器具
４.  島田屋製菓バウムクーヘン
５.  もつ煮込み2種

５名様
５名様
５名様
５名様

10名様

足立区中央本町1-17-1

足立区福祉部
地域包括ケア推進課
　　  高齢者栄養施策推進担当  行

1 2 0 8 5 1 0
恐 れ 入りま
すが、6 3 円
切 手を貼っ
てご 郵 送く
ださい

応募締切日　令和６年２月29日（木）消印有効

❶左記はがきの表面に住所、氏名、電話番号、
 裏面のアンケートを記入し、切手を貼って郵送
❷二次元コードから区ホームページ専用
 フォームに必要事項を入力
当選者への商品発送は３月を予定しています。
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

１・５は、ビセラル㈱より特別に協賛していただいています。
※写真はイメージであり、実際の発送商品と異なる場合があります。

詳細はこちら▲

65
（令和6年３月31日時点で65歳以上の方が対象です。）

歳以上の方へ

5名様名様5名様名様

✂

 

キ
リ
ト
リ ✂

✂ 
キリトリ 

✂

   ビセラル㈱提供

1.国産和牛すき焼き用
   （2～3人前）
   ビセラル㈱提供

4.島田屋製菓
   バウムクーヘン

3.電子レンジ
   クッキング器具

2.足立市場セレクト
　ホタテ1kg

ビセラル㈱提供
5.もつ煮込み2種
　ビセラル㈱提供

　
  ２

月は「
ぱく増し」強化月間

5名様名様5名様名様 1010名様名様

住  所

氏  名

フリガナ

電話番号

希望する
商品

（いずれかに〇）

対 象

応募方法

区内在住の65歳以上の方
❶、❷のいずれか



アンケートは以上です。ありがとうございました。

１.  毎食（１日３回） ２.  １日２回位 ３.  １日１回位
４.  週に数回 ５.  ほとんど食べない

1.  内容まで知っている
2.  詳しくは知らないが、言葉は聞いたことがある
3.  知らない（初めて聞いた）

あてはまるものに〇をしてください。

（出典）
ヘルスプランニング・あいち

「手ばかり栄養法」より

※医師より食事の指示がある方は、医師の指示を優先してください。

足立区 地域包括ケア推進課 
高齢者栄養施策推進担当

✂ 

キ
リ
ト
リ 

✂

✂ 
キリトリ 

✂

リーフレットや
レシピはコチラ▶

地域包括支援センター
などで、リーフレット配布中！たんぱく質が多い食品とは？

❶あなたは、「ぱく増し」事業を知っていますか

❷あなたは、たんぱく質が多い食品（肉・魚・卵・大豆製品等
　のうち1種類以上）をどのくらいの頻度で食べていますか

❸たんぱく質が多い食品を、毎食（1日3回）食べていない
　理由に〇をしてください（複数回答可）

❷の回答において、2～5に〇がついた方にお聞きします

1.  食料品価格が高い
2.  料理方法がわからない
３.  食事を毎食（1日３回）食べる習慣がない
4.  歳をとったら肉や魚をそんなに食べる必要はないと思っていた
5.  太りたくない
6.  たんぱく質を意識したことがなかった
７.  その他

高齢者の味方!は

プレゼント品から知っ得!
とく

⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄おやつでぱく増し！
卵　　 たっぷりのバウムクーヘン､カステラ､
プリンや乳製品　　 がおすすめ！

65歳からのたんぱく増し生活
～肉も魚も食べよう～
65歳以上の高齢者が体重や筋肉を維持して元気に過ごせるよう、
たんぱく質を多く含む食品を普段の食事に増してとること、名づけて「ぱく増し」事業を令和5年から始めました！

⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄

魚

肉

たまご

とうふ

1日に必要な
たんぱく質の量は、
両手にのるくらい

⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄ ⁄肉でぱく増し！
豚肉　　 やとり肉　　 ももちろんOK
内臓の「もつ」でもぱく増し！

応募しよう！

電話 03-3880-5097

魚介でぱく増し！
魚介類全般、ぱく増し！
刺身　　 や缶詰　　 もOKです



この下は広告スペースです。内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報係へ   ☎3880-5815

12 20242024年（令和6年）11月2525日（第19201920号）

65歳から要介護のリスクが高まる！

丈夫な体を維持するために「たんぱく質」が必要！ ※たんぱく質の量は食材の重さではありませ
ん。医師から食事の指示がある方は、医師
の指示を優先してください。

　65歳以上の方が体重や筋肉を維持して元気に過ごせる
よう、たんぱく質を多く含む食品を普段の食事に増してと
ること、名づけて「ぱく増し」事業を令和5年から始めまし
た！　「ぱく増し」を実践し毎日元気に過ごしましょう！
問先（区）高齢者栄養施策推進担当  ☎3880-5097

区内イトーヨーカドー2店舗・ヨーク3店舗・
ベルクス10店舗などと連携し「ぱく増し」食品を
PR！　右の「ぱく増し」ロゴマークが目印です！

いわしのひつまぶし丼

出典：ヘルスプランニング・あいち「手ばかり栄養法」

魚魚

肉肉

卵卵

豆腐豆腐

抽選で30人に
プレゼント！

期限2月29日㈭
消印有効

ホウカツホウカツ
（地域包括支援センター）（地域包括支援センター）

気軽に気軽に
お越しください！お越しください！

対象区内在住で65歳以上の方（6年3月31日時
点）申込 区のホームページからオンライン申
請／専用ハガキを地域包括ケア推進課へ郵送　
※専用ハガキ付き応募用紙は、ホウカツ（地域包括支援セン
ター）、地域包括ケア推進課、住区センターなどで配布

国産和牛★2

すき焼き用（2～3人前）

電子レンジ
クッキング器具

もつ煮込み★2

（2種類）
島田屋製菓

バウムクーヘン

足立市場セレクト
ホタテ1kg

▲レシピやそのほ
かのメニュー
など、くわしく
はコチラ

5人

5人 5人

5人 10人

ホウカツに来た方に「ぱ
く増し手ぬぐい」をプレ
ゼント！　※65歳以上の
方のみ。数に限りあり

高齢者は「たんぱく質」が必要なの？ 食品を増やせばいいの？

おすすめメニュー！

65歳からは

1個 150g1個 150g

区内の65歳以上の方の
約7割は、十分に摂取
できていません。★1

たんぱく質
約34ｇ

たんぱく質
約21ｇ

肉も魚も食べよう！

なぜなぜ どんなどんな

手軽な手軽な

★1…令和4年度足
立区政に関す
る世論調査

★2…ビセラル㈱提供 ※写真はイメージ

　たんぱく質は、筋肉、骨、内臓、血管、
皮膚、髪などをつくるための主成分です。
丈夫な体を維持するために、毎日の食事
からたんぱく質を十分摂取することが重
要です。

　高齢になると、一般的に食事量が減
り「低栄養」になりやすくなるといわれ
ています。低栄養により、体重・筋肉量
が低下し、
要介護のリ
スクが高ま
るのです。

さば缶カレー

さばみそ煮缶とカレーが
さばみそ煮缶とカレーが

相性バツグン相性バツグン

そのほか
糖質・脂質など

10～15％

筋肉

たんぱく質
15～20％
水分70％

皮膚

骨

髪

「たんぱく質」は体を
構成する主成分！

　65歳からの健康や介護、
もの忘れなど、様々
な相談に応じてい
ます。元気なうち
から、気軽にご相
談ください。

アンケートアンケートに答えて
ぱく増し商品ぱく増し商品を当てよう！

▲場所など、
くわしくは
コチラ

負の循環

低栄養になる

体重・筋肉量が
減少

疲れやすくなり
活動量が減る

食欲低下最近階段を
上るのが

疲れるわね

※（  ）は、たんぱく質の量。いずれも目安

1日に必要なたんぱく質の量は60ｇ（1食20ｇ）以上！

本格的な味を本格的な味を

楽しめる！楽しめる！

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
中
！

参考：公益財
団法人 日本
食肉消費総合
センター

目安は
両手に

のる程度！

2月は「ぱく増し」強化月間 ！


